




CAST ／ 人物相関図
立場は、それぞれ違う。

誰が誰に何を頼み、誰が何を断ったか。

被災労働者Ａ
四階から落ちた職人。両足が動かない。

村山社労士
特定社会保険労務士。本人に代わって、行く。

元請事業主
台風の日、工事の続行を指示した。

女性社会保険労務士
元請から相談を受け、遡っての手続を行う。

下請事業主（勤務先）
Ａの雇い主。板挟みでもある。

顧問男性社会保険労務士
下請の顧問。法令どおりに助言する。

看護師
健康保険は使えないと、Ａに告げる。

労災課担当者
労働基準監督署の窓口。請求を受け付ける。

工事を請け負わせる
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起点

この八人のほかに、十三人が登場します。
救急隊員、医療ソーシャルワーカー、主治医、労働基準監督官、労災課長、労災保険審査官、労働保険審査会の委員、そして弁護士。




